
Ｊｓｕｒｐまちづくりカレッジ  ２０１５前期課程プログラム

「 まちの可能性を切り拓くモビリティデザイン」

　人々の生活シーンの中で「移動(モビリティ)」が占める時間・空間はともに大きく、まちの可能性を広げる
切り口の一つです。特に近年は徒歩、公共交通、自転車といった交通手段を活かす人間中心のまちづくりが
注目されており、都市空間と交通の要素を総合的にデザインに反映させながら、まちの将来像を描く視点を
もつことの重要性が高まっています。　
　本講座では現在進行形で地域に入り、プロジェクトを実現させている講師とゲストを招き、モビリティデザイン

の概念とその実践を学んでいきます。

主に、都市計画・建築系コンサルタント実務者

受講料

対  象

Ｊｓｕｒｐまちづくりカレッジ  ２０１８プログラム ＰｒｇＮｏ.２０１８-００３

■プログラム（ＰｒｇＮｏ.２０１８-００３）日程

第１回 　10月　15  日  （月）  １９:００〜２１:００

モビリティ・デザインとは
-人々の移動から街を見つめなおす

　  　　　　　

第２回 　11月    13日  （火）  １９:００〜２１:００

都市開発ビジョンとモビリティ
-東京副都心・駅周辺開発を対象に

講師：中村文彦  (横浜国立大学)
ゲスト：太田  雅文
(東急電鉄  都市創造本部  渋谷戦略事業部)

第３回 　12月    10日  （月）  １９:００〜２１:００

移動を読み解くデータと思考プロセス 講師：中村文彦  (横浜国立大学)
ゲスト：藤原章正  (広島大学)　　　

第４回         1月    21日  （月）  １９:００〜２１:００

都市デザインにおける交通戦略の役割 講師：中村文彦  (横浜国立大学)
ゲスト：出口  敦  (東京大学)

第５回         2月　13日  （水）  １９:００〜２１:００

モビリティ・デザインにふれる 講師：中村文彦  (横浜国立大学)

Ｊｓｕ ｒｐ
まちづくり
カレッジ

プロデュース
三浦詩乃＆中野卓	

◆Jsurpまちづくりカレッジは、日本都市計画家協会の会員でない方も受講できます。

行政職員、デベロッパー、学生・院生等、本テーマに興味のある方々全般

全５回　一般２０,０００円／会員１２,０００円／学生５,０００円

講師:  中村文彦  (横浜国立大学)
ゲスト：高鍋  剛  (Jsurp/都市環境研究所)



講師紹介

認定ＮＰＯ日本都市計画家協会
千代田区神田小川町2-10 香取ビルアネックス2階	

三浦　詩乃
横浜国立大学大学院
都市イノベーション研究院

助教

プロデュース

中野　卓
東京大学大学院
新領域創成科学研究科

特任研究員

出口　敦  /東京大学大学院新領域創成科学研究科　教授	  
	  
1990年東京大学大学院工学系研究科修了（工学博士）。九州大学教授などを経て、	  
2011年4月より現職。UDCKセンター長を務める。専門は都市計画学、都市設計学。	  
アーバンデザイナーとしても国内外で活躍。	

中村　文彦/横浜国立大学　理事・副学長
	  
1991年東京大学工学博士／1989年3月東京大学大学院工学系研究科博士課程中退／1989～95年東

京大学工学部助手／1992～94年アジア工科大学院助教授（海外派遣）／1995年横浜国立大学工学部

助教授／2004年横浜国立大学大学院環境情報研究院教授／2013年4月～大学院都市イノベーション
研究院長／2015年4月～現職／主な著書に『都市交通のモビリティ・デザイン まちづくりと公共交通を

中心に』（2017年、サン・ネット）『バスがまちを変えていく～BRTの導入計画作法～』（2016年、共著、計
量計画研究所）『60プロジェクトによむ 日本の都市づくり』（2011、共著、朝倉書店）『バスでまちづくり』

（2006年、学芸出版社）『都市交通計画（第2版）』（2003年、共著、技報堂出版）ほか	

ゲスト紹介（登壇順)
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高鍋　剛  /日本都市計画家協会  副会長  
                          (株)都市環境研究所  計画グループ  地区計画室長

東日本大震災直後より、NPO日本都市計画家協会で震災復興タスクフォースを設置し復興支援活動

を実施。また明治大学、法政大学等で構成される「陸前高田支援チーム」に参加、陸前高田市、大船
渡市などで復興まちづくりを支援。専門は土地利用計画、都市計画制度、まちづくり条例など制度論。	

太田  雅文/東急電鉄　都市創造本部渋谷戦略事業部  副事業部長  

1984年東京大学大学院（土木）修了、東急電鉄入社。鉄道、総研、リテール、ビル開発・運営の業

務を経て、2018年４月より現職。鉄道事業本部時代には渋谷開発関連業務も兼務。PhD（ロンドン
大学都市計画、1995年）	

藤原  章正/広島大学大学院国際協力研究科  教授

1985年広島大学工学研究科修了、博士（工学） 。専門は交通工学。総合的な交通基盤づくりの	  
観点から、数々の研究プロジェクトを進める。中山間地域の限界集落やオールド・ニュータウンを
フィールドに、高齢化社会の交通まちづくりを実践。	

千代田区神田小川町2-10 香取ビルアネックス2階	

2018年10月12日（金）
定員35名

お申し込み方法

締切

City  Lab  TOKYO
中央区京橋3-1-1　東京スクエアガーデン6F
銀座線「京橋駅」直結、東京駅から徒歩８分

http://tokyo-sg.com

お申し込みはWebで「Peatix」、「まちづくりカレッジ」と検
索の上、申し込みフォームに従ってお申し込み下さい。

会場

Space

12

アクセス
東京スクエアガーデン6階、京橋環境ステーション※内
銀座線「京橋駅」直結、東京駅徒歩8分
※環境をテーマにした各施設の集合体
（CLT、エコテクカン、中央区立環境情報センター、エリアエネルギーマネジメントセンター）

Vision－持続可能な都市をつくる
Mission－持続可能な都市づくりのイノベーション・プラットフォーム

Value－イノベーションを促す「プログラム」と「場」
Services－イノベーションを支える３つのサービス

Programs－持続可能な都市づくりのための３つのプログラム群
Programs －Learning～サステイナブルシティ・カレッジ～

Programs －Sharing～サステイナブルシティ・コミュニティ～
Programs －Matching～サステイナブルシティ・インキュベーター～

Space－アクセス
Space －フレキシブルなイノベーティブスペース

Support－ラボ会員のイノベーションを支援するサポート体制
Price List－ラボ施設利用時の基本料金

Price List －ラボ会員サービス
Price List －ラボ施設予約時期・付帯サービス

Shedule－今後のスケジュール

1


